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 高血圧症の眼底検査にお'いて網膜血管系の変化が基本的な重要性をもつことは,一般に承認
 されているところである。珠に,本態性高血圧症にあっては,その発生機転に関するかぎり,
 まず全野の小動脈系の機能的な緊張亢進とこれに腿律する器質的な硬化とが,本症にもっとも
 重要視される所見であることは,今日まで大多数の学者が承認・支持してきたところである。
 著者は特r本態性高血圧症にむける網膜血管系の病変に関する系統的研究を企図し,臨床的友
 らぴに実験的に本症に関する種々の検索をすすめるとともシτ,他方,妊娠中毒症に伴う眼底病
 変を追求し,あわせて両者の比較・検討を試みた。
 まず第搾報1τむいて,内科と協同して検索した本態性高血圧症569例1てついて,眼底所見
 のうち特1グ網膜血管の変1ヒを中心として,その全身所見との関係を調査し,むよそ次の成績を
 蒋た。り年令と上腕動脈最大血圧との間には,相関関係が認められた。2)網膜血管とぐに
 主として小動脈の硬1ヒ性変化と年令との間にも相関関係が認められた。また,高張(緊張亢進)
 性変化は青壮年層に多ぐ認められた。5)網膜血管と(に主として小動脈の硬1ヒ性変化は上腕
 動脈最大血圧の上昇1頃向と,高張性変1ヒは最小血圧の上昇傾向との間1〆,それぞれより強い関
 連が認められた。4)網膜血管変化とくπ小動脈の硬1ヒ性変1ヒ姶語いてのみ,心電図所見との
 関連・性が認められた。5)網膜1血.管変化特に主として小動脈と血清総コレステロール,血清電
 解質お・よび尿蛋白との間には著明な関連は認めうれなかった。
 第2報に赴いては,眼底写真を応用して網膜血管の走行を数字的17とらえることを試みた。
 即'らン印画紙上で強土0.5盟π単位まで実測できるキルビメーターを使用レ平面的に蛇行した血
 管の長さを測定することにより,Kei七h-Wagenerの4鮮に分類する本態・1生高血圧症の
 患者の網膜磁管蛇行率かよび走行比を数字的励検索し、7次の結論を得た。て)第1群では29
 %1〆異常を認めた。これに2種あり,その第4型は動脈枝の走行に鐙縮と直進の傾向がうかが
 われ,第2型では延長と蛇行の傾向が詰められた。2)第2群では81%に異常を認めた。そ
 の代表的な型に5型あり,その第1型齢よび第2型け,それぞ詫上記の纂1群に分ける第1型
 むよび第2型に共通もしくは近似のタイプであるが,静脈枝の蛇行率にも異常のみられること
 の多い点で,第1群のぞ九とはやや異たる特数を示した。これ砂対して第5型は}眼底の各象
 限に診いて上記の第1型もしくは第2。型の特徴が混合[i伊グ趨合わされてしr九と考えられるもの
 てあろ。5)第5群および第4群ではその全区Ilに暴富っ与燈ちr・Iした。そ'の共通的ξ特徴として
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 動脈枝`⊃蛇行率が曝常な低値を示したことである。静1派枝の蛇行'率にも高庇いずれに一せよ異常
 が認められた。第4群高i血圧症に準ずる例として妊娠中毒症1ゲついて検索した成績で捕動静
 脈枝の痘縮が娩出後4週目にしてほぼ正常範囲にr夏帰した。4)看か正常眼底との比較を論ず
 る条件としては,眼底4象限のうち2象限以上に同時に正常規準範囲を逸脱ずる蛇行率むよび
 走行比を示したものを対象とするのが妥当である。5)上記の検索成績は,本症の動態を追求
 すろうえに重要な資料を提供するものであり,かつ,従来,主観的次判断と見なされた動脈の・
 直進頃向を客観的にも立証し得た点にも大きな意義がみられた。
 第5報レτおいては,あらかじめ家兎の総頸動脈遊離包埋して,その血圧測定が非観血的に唾
 時できるようにした実験群にむいて,まず血圧の病的上昇値の判定規準をしらべ,ついで本実
 験群について,その督動脈を絞扼(Goldbユa七七法)して血流陳書をむこし,実験的にも持
 続的な血圧異常上昇をかこさせることを試み,その眼底所見を中心として経過を追究して,か
 よそ次の成績を得た。1)両側督動脈の血流が持続的にある程度の障害をきたすよう1で絞扼さ
 れれば,術旋2週から5週のうちに例外蠢く持続的な血圧の異常上昇をきたす。しかし,片側
 だけの督動脈の絞扼では,かような病的な血圧上昇をかこすことは困難であった。2)両側腎'
 動脈の絞扼で血圧上昇をきたした実験群では,血圧の異常上昇の初期'娼ク[1外なく検眼鏡で網膜
 血管の変化を認めることができた。その変化は・小動脈の狭窄と直進とレτはじまり,これに小
 静脈の醇血と蛇行が樋律するもので,人の本態性高血肝症にかける高張性変化に一致すると考
 えられる所見である。5)これらの.血液変化の程度がつよいものでは}小動脈の管径不同を伴
 なう狭窄を窓たし,乳頭縁語よぴlli管に沿った網膜に限局性の浮腫巣を散発し7さら『すすめ
 ば・小静脈も細くなり・あたかも人πおけ諾年者悪性高血圧症や妊娠中毒症などの初期にみら
 れる血盤痙縮性網膜症に近似した眼底像を呈する。4)上記の病変はr一般に両眼性にみられ・
 同時に血圧のいちじるしい病的上昇が伴なっている時期にみられるが,その後た委たま脳症状
 を発して死亡した1例では,上記r加えて,片側性に散在性の網膜出血斑および網膜剰離の続
 発がみられた。また,他のて朔で耐,片側性銘孤立性の浮腫巣をつぐつたが,その後に重圧の
 値が安定した峙期に前後して,そのまま固定萎縮レ網膜血管はほほ正常に復帰した。5)他
 方,かような明らかな網膜病変をかこすまでに至らない大多数の実験例では,血圧がある程睡i
 の上昇を示しても,その縫いずれも安定状態に入り,網膜血管の変1ヒも寛解,復帰の!頃向を示
 す。その間に,まれに小動脈の蛇行あるいけ動静脈交叉現象を示す例もあるが・その程度は軽
 度にとどま栃'さら'「すすんで人の良性高血圧症や動脈硬化性変1ヒのいちじるしい網膜病変r
 近似した眼底像をみ・ることけで哲なかった。
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 審査結果の要旨
 著者は本態性高血圧症にかける網膜』珪管系り病変に関する系統的研究を企図し,臨床的ならひ
 に実験的に本症に関する種々の検索をすすめろとともに,他方,妊娠中毒症iに伴う眼底病変を追
 究し7あわせて両者の比較・検討を試みた:・
 まず重内科と協同して検索した本態性高丘且圧症569例について,とくに網膜血管の変化を中
 心として窒その全身所見との関係乏]調査し次だ)成績を得たコ
 D年令と上腕動脈最大血圧参よび網膜血管とくに小動脈7)硬化性変化との副には相関関係が
 認められた。これに対し,高張(緊張亢進)性変化は青壮年層に多ぐ認められた。
 2)網膜小動脈の硬化性変化は上腕動脈最大血圧・D上昇傾向と,高張性変化は最小n五圧の上昇
 1頃1句との階艮亡7それぞゴ'しょり強iしへ関連が認められた。
 5)網膜小動脈の硬化性変化にお・いてのみ,心電図所見との関連性か認められ,血清総コレス
 テ臼一ル,血清電解質むよび尿蛋白との間には著明左関連は認められなかった。
 次に,圓艮底写真を応用して細腰血管の走行死キルビメーグ7を使用して数字的にとらえること
 を試み,蛇行した血管の長さを測定することにより,Kgi七h-Wagenerの4群に分類する本
 態性高歪土圧症の患者の網膜血管蛇行率むよび走行比を数字的に検索した。その結果,第1群ては
 29ヲ6に異常奮認め,そのうち第1型は動脈枝の走行に短縮と直進の傾向がうかがわれ,第2型
 ては延長と蛇行の傾向が詰められた。また,第2欝では81ヲみに異常を認めた。その代表的な型
 に3型を区別した。次に,第5群および第'4群では・その全例に異常が認められ,共通的な特徴
 としては動脈枝の蛇行率が異常な抵1直を示したことてある。妊娠中毒症についてにし大体う第4群
 高血圧症に準ずろが、娩出後4週目でほぼ正常範囲に復帰した。
 第5報に牽いては,あらかじめ家兎の総頸動脈を遊離包埋して,その血圧測定が非観血的に随
 時てきるようにした実験群について,委ず血圧の病的上昇値の判定基準をしらべ,実験的研究と
 しては・家兎を用い}術後2週から5週後に持続的な血圧の異常上昇をきたさしめ・その眼所見
 を臨床的,紺綬学的に研多言したカ㌧そ'の成績は,入の本意財生高血圧症にお・ける高張性変化に1一=致
 する所見で必つた。期ち,・1謝コ脈の狭窄と直進とにはじまり,血管変化の程度がつよくなると,
 小1動脈の管径イ1匿再』伴たう狭窄左さフセし,乳頭縁お・よび1血管に1沿った亀岡1渉に限局性の浮腫巣を散
 発した。そくξ)他,散在性の縮脱出1!ユ斑,1瑚莫剥離7等がみられた。
 以_ヒの1研究1徒去だ充分に㌍明二1忘れてむらなレ、本態性高」血圧症の発生機転を理解する.上に貴重な
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